
によって曲げられろこ：旨が恥く・熔材と：しての利用価値は渇くな偵・森羅陶

拓の傾餓次矛にみち・れうが沖で．繍面の激戦紅鱒堵地として鞭で

ある。台箆：と斜面地の上にぱ農蒙集落が各数9〃ずつ禧在する。

　谷底平地の8：割ぱ末田と集蕎1二よつて占め2）れ’る．末瞬ばすべてノモ作田

であり中4割ぱ湿田であっ・てゑ三川：量ぱ低く、専ら自三三の回米、三保のた、め

に当てられている。潅瀦旧くば専ら超池と天フkに頼っているが、水不罵ぱ1．，球

しば深刻である・谷庫平地上の畑ぱ一薇に島畑スぱ根頬である。

　海岸旧姓ぱ高位面は集落ジ！低位面は回錐：か一六・部分一を占めろ。集落は：飼旧くの

低い海岸：俵血：に載って詣り・象磐立地緩の隆超蓮：動三物譜ってい・う。三三の

性格どしてぱ半農半漁葡であ’ ､が．藩主リ｝ま一むしろ農の方にカが入れられて

いる。滴束岸でぱ，低位面が三鵜半鐘の内湾を蛮へのびろ亡しい海家巡錫の

鼻茸地域となっている．・この旅に’各地形面毎にそれぞれ土堆利用の棟尋を異

1てしてぱいるが、全体と：して教ると：台鍵盤の蹴釆畑がこの地域の非常に羅立

つ景観である。一見大いに景気良く周わ：れろが…台地上でぱ二度の集縛輪我

輩式がとられでいる結果、短期向に引しく多蚤のイヒ砦肥綱一が施用さ；れて’いる

反面、地力の維特樗進の．方策が辱1閑1で附されている傾伺があう、その鷹、疏

送還の敗量や碧潭が低下したり，土壌‘り型化蓼性：が不当ぬなコ）て営潔上の．陶

題どさえなりつつあるのであろ。ス恵まれた自然徐杵に贋住し切ってしまっ

て逢取の．気性に1乏しい箏選旛獄’す’る、この採な1蒋に継の疏蒙地蕃がより台理

葡な経連方式を採屠噛して布場競i争にのり躍9してきたな：らば・こ：の地帯ば数北

跡目に会うかもレれない、r三蒲半島勲業を並効震動地帯ピし：て艮に範展さ

せ’る罵にぱ，艘i裳疎々管反所や農叢高書の指蓉老に任せつきりや1よ．な、く、偲

々の農塚がまず二技術上．適職上の実題，と：取り縄みその解決にi匂って努力しな

け’威ばならないであろう」と．泉てしr5なく拡る大根原を歩き灰ら考えだ亭であ

クた2

秦野盆地南部の地形と土地利用
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Q今厨ゐ調査目的は：、地形面ど土地利用の対比にあう．この場合宝地刹軽く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒヒ
辮梼焔麺とし磁吻タトに気候・ナ瞭地下綴を給裡
て考慮しだ。閃東地方において、当冒的に合致す；う地形を縛っ棺：威として．

奈賭を取り上げた。こ和うの七三全体を調査陶歯1てすうとよリ倉石飽な調査

が行えろと三つた述く時周と労力の限原から1当秦野毒二分しその瀕部を調

　　　　　　　　　　　　　　　　（2D



門
1

査地域とした“

Q秦野盆地は，締込幽麓の陥没によりi圭じた陥表盆地尋．周：辺め虫勉から猛

融された面面と塵土箱根の火ぬ噴三物くよリ．鮭積が行わ飢た・・ゼの綴二の

：地域ぱ地面衰弱をうけ盆地の漁練を限る大磯地潔ど分離した。・盆．地内部4）砂

隷渉六部分ガ・碑坂層の繊籏さ勉た毛の．大磯・地塊は北縁を断層崖で三野盆地

面ど限ワ血縁もまた珪面一南東に走・る断層崖を・もって、酒匂1ηの沖積蛇に膓

む，血：意地の表庖裟大体南康に緩傾斜し、表雇は大部分三山雌積物て覆われ

ている。周遡めぬ地｛ないず：物も御坂雇によリ横嵌さ．オしその大蔀分ぱ葱底で

堆積されたと短わ；れろ。

・泰野ば・神奈川県の薗螺・象京の西ξ〃K次に泣回すろ・調妻地域の面北部

法・中郁三野町東南部瞭聾繭地区1てあた軌ヌ通路綜としてぱ銚
痴部を21、田急線が貫逼する．その外小忌急撮大素野駅を中心にパス露線が発

養し闘迎紙布と乱婚してし1ろ．両地区ど宅屡柴を二業とレ懐柴人ロ比ぱ

面秦野町で6劉．南秦野地区で4劉と：．二っている，三二に由eてば畑旅が主

であり、中で毛たば監こば遡i記数・百年忌農豪経・着の主軸であったし硯在も同祢：

であろ。

o鍵形分類一遡表面の形態と，土山利用との圏係を明らかにすろピ。し㌧う本旧

套の冒矧て従って本地域を山地廟状地．卑駿台鑓の贋つに創慢にそれ

らの地域に介在する地形を留立の地形分類として塚し1、亦山地に由いて劇頃

斜の緩怠に炎って山分した，しかしこ激2）相互4）三三画し然と一蘇を玉って莚

珈露る勧剤よない．又山複か山麓かを決めう基山明勤晒なり。上速

の観索：K立つた地・形分類衣）欠に’掲げる。

山．　：地

　．急斜面

　やや怠な斜露

　出榎緩素面

　山蕊緩斜面

　段立面

　　陵

商状地

　田鼠地面

　回状地を刻む荻い怠

　：段立面

　急斜面（血陵地斜面の中で特に急な毛の）

o金・遼内めゴセ負：ば、
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面台モ

地下2く調［’査の鐙程においてなさ素てきたがなお不明：な渠



：が溶く．今蕨の謁査がまた九る。東京屡地争務局の哲っ・た電探｛結果によると

⑦ロームノ馨，②砂・出直　③雨女り粘土層　 ④山姫砂蕨，暦　遊貰須．面図によっ

と：ローム層は地域全休に／〃ん26鍛の塚さで境噛し、受の下に砂，篠雇が／〃！．

宏5面一漉し紫の下韮ま塚さノク伽城上の礁交リ結三層直なっていろ、そして濠

，さ4酔3勿で跨滅期砂襟層となってし喝。

σ本証地で利用している帯水層ば二穫鷺ある。茅一ば灘璽に使用していづ三

三アで・矛二ば被圧：地下家であ弓．山本博士の研究によう地「ド水面までの探：

さ赫布図を踊ど廠郵に残く中央乙舳峰がわか乱三巴三三
・傑小田霜昭南において1瓜一相当の圧力を毛つ被圧地下太の水豫が三厩されな

。：地形ど土地利罵（回状：地）一集落1よ三三、筋贋の末の裾・やすい暫に立地す

：・ろ．．霜耀ば大部分が畑地で、たばこ1、麦，籍花生の僅付が多い．メく田ぱ廟頂

部で状流する堺前の出水を潅覆米ピして利瞬できろ地峡及び扇婦部の蕩血

忌にみられる。’（出地）一集落ば谷頭平野及び：段立上に立：舷する．急斜面辰

・砂や急な纈iま殆ん麟地で抽総て（’る〃焔齢頭隠・．繊敏、
蔭底面に；わずかずつ分茄すろ．俵血齎、山麓緩斜面，谷頭平野承びそ；れらを

翻点鼻緩斜面に分布すろ。（宣陵）一意碁ぱ当大磯fL陵面を刻む小谷の谷庫

平野＿谷頭平野辰び原面のやや探存さ飢た車渡面上に立地に寅ろ。水聞は細び

く谷底反ぴ谷頭平野一豪面の寸感さ匁た平丘面上に分布すろ．蜘地比東部

のゆるやかな起・武・を・もつ：斜面、ゆろやか，な断「層崖等に多く脅・慰す，る，

・。｝量：地域の薪旅景・をみるご同棲的に｝ま扇状紘．立陵，ぬ地どしら・地形的論証

∵をう・げ直接にば永利の固罐ヵ、う末田め分．布地域｝よ極瞑されていろ，，＝二こでは【

『水．：剥にノ誉丸し，メ〈田」をタバフ。に分1ナゼ；れぞズて：地・形面と、肉：厘させろ。嬉遊域で

水利に利面している漏壷水ぱ大きく二種類に分けうれる。即ち河川と：．豫遠くで・

ある。

　　　　」セ形面

顔儲肇警　1酬1講水＝蒸器撫
　　樹．薄ズ〈蹟水量が非常に謡いため、潅i鋸家どしてぱあまり適当で：ない。

瞬蹴ばこめ陳論い画帖4年の富土四劫魁秦三方三三
繰言語う・け肥訳の田畑が不毛の地ど威したのを。たば℃がこの橡なま地に適・

す活物であったどころから濃眠がきそってとり入れた。明冶に入ってか、

ら薪一二ぱ，年々壇無し、瞬冶3／卑塵草取売法が施行されてか」うば素格葡

に「生産が普及しだ＠鞍時中ぱ一畔，糎村台帳少したが蛾嬢社会〉皮熊り角隠に

三三じ群誌呈してぎた。たばこは気イ賑暖で．収灘髄三三斯1調0
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少い地域1で栽借さ；れ得る、地形的にぱ平蛇より毛　三分傾斜のあう地が餐1ま

しい。・また圃：地の排水が良熔な事が萬婁条件とさ寂る・極蜥な土壊・条件を即

いてどのような±壌で・も識：賠可熊で珍るが，ちば：＝の濁質，収穫に婚影響を

与えう「に底，ハ層（着脱層）の屠さ麟」20汐25例でよく調転さ；れ、固粒回

してし陽ことであ一偏縫済の鋤・らみろピたばこぱ他伽舳に』比して

反当収養が大きい。一方，一日当凍族四切報酬広二二に低い，しかしたば；

調暗の利巣は．相対的戻当粗収顧が大きい雍にあろ・潟iくいめ’Kつらい三三

をして毛たばζを諏る二どになろう，また専売側の下でぱ一面栩瞭定して

し吻ので当地域の農豪磁営の中矧よ心証匿として三三Uて｛％・しか踊近

でば青年層の中に、たばこに対する収益観念が三ってきた・艇家’重んじられ

てきた颪当込収益よりも労功禰航しての収益が有利かどうか厳考えろよ

うKなってきた．ぞのような観莫から・簾二三趨奪の経営部内とたばころ’9

どの眠誉を比毒してみろ臨たばこぱ決して有利劇物でない事がわか軌

セぱこ絶対視への傭晃勧丁破すろ動きがみら祖ろ，その鶴果薮麺で響町縫

営旅目等に毛測ヒがみら飢たば1こ豚に費す勤旧臣孫由へ振り向けよう

とし、親粕として・果徴薄豫を導入しようとする動きがみ錬復

武蔵野台地頂部村：近の地誌学的研究

臨崎一包ツ子

地理虚心に蓼ぶようになって一二程過つだ頃から・三業論文にばけ也理」に

無札かできないような右の（地細・？）をやりたいピ考えていたが日｝皮

地理教室の：方針が妖い地域の地誌ピいう二どになったので・結局．これを葡野

宮すること．になった。

　フづ一ルドとしてぱ武藩台地品品蔀越ん焦二才は地回辮にあ確志

まとまりがあることど：亭々なi地気が存准していること辰び自宅から迫距離の

のところであろことなビによる・

　アィールド広多摩川が陶’戻山塘から三三二野に蛍うと：ころであろ・（こに

蛇くから吉栴の鰍嚇達し・ヌ葦アと二二・を鶴街道がζこを頻罷め’

蒔剛まかなり繁栄したどいうところであ軌そして旧劇ゆ流れ姻胤て

雪色雨湿嫁の匿檬どして懸し鋤きたどころズ筋観
　この地域の特恩を髪つかひろってみうと：大’捧1次のようになろ・

ゐ層夙禰と．しての特：微1地：形的にぱ血陵ど台地と：広い河；三段血ガiその空なrら

のぐある。家逼路や；襲落の齪優ば彦頂の町を中偲として痢端に三って湘いた
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